御成小学校旧講堂のスレート屋根に関する保護者説明会
１　日時

　　平成27年７月29日（水）　午後３時～３時45分

２　会場

　　御成小学校　ランチルーム

３　参加保護者数

　　15人

４　説明内容

　⑴　アスベスト濃度測定結果

御成小学校旧講堂の屋根葺き材については、アスベスト含有の石綿スレート板であることから、現時点でアスベストの飛散がないかを把握するため、旧講堂周辺の大気中及び土壌中のアスベスト濃度等測定を行ったところ、アスベストの飛散は見られないと判断できる結果となりました。
（資料１「アスベスト測定及び分析結果」参照）
　⑵　スレート屋根の撤去修繕

旧講堂の屋根に使用されているスレート材は、通常の状態ではアスベストが飛散することはなく、また、調査の結果からも、現時点ではアスベストの飛散はないものと判断しましたが、屋根の劣化が激しいことから、夏休み中に屋根に使用されているスレート材すべてを撤去することとしました。なお、撤去後、９月末までに、野地板を補修の上、金属板の屋根を仮設するものとし、現在発生している雨漏りを防ぎます。

なお、スレート材の撤去に当たっては、アスベストを飛散させてしまうことのないよう、各法令等に従い適切な方法で慎重に処理します。

（資料２「御成小学校旧講堂屋根葺替え等修繕説明文」、資料３「修繕工程表」、資料４「近隣住民の方へのお知らせ文」参照）
　⑶　旧講堂の今後の方向性

旧講堂の歴史的・文化的価値、御成小学校の教室不足など教育環境の現状を踏まえ、保存した上で、学校施設として活用していく方針とします。保存の方法については、今後、有識者の意見を聴きながら協議していきますが、安全性を確保した上で、現状をできる限り保存できるよう、経済性も考慮して、最良の方法を検討していきます。
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